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１
月
９
日
、大
神
原
山
地
区
で
行
わ
れ
た
伝
統
行
事

「
か
せ
ど
り
」。詳
細
は
９
ペ
ー
ジ
。



医
療
費
が
急
上
昇

　

３
ペ
ー
ジ
の
グ
ラ
フ
は
、
日
出
町
国
民

健
康
保
険
加
入
者
の
年
度
別
医
療
費
で

す
。
医
療
費
が
年
々
増
加
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
の
医
療
費
の
推
計
で
は
、

24
億
８
，４
１
２
万
円
と
前
年
度
と
比
べ
、

７
．
４
％
の
増
加
と
な
る
見
込
み
で
す
。

生
活
習
慣
病
が
重
症
化
し
、
脳
卒
中
な
ど

の
循
環
器
系
疾
患
が
増
え
た
り
、
ま
た
治

療
が
長
期
化
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
原
因

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
の
日
出
町
国
民
健
康
保
険

加
入
者
の
受
診
状
況
を
み
る
と
、
生
活
習

慣
病
で
の
受
診
率
は
３
割
、
医
療
費
で
は

５
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
人
生
、
自
分
ら
し
く
生
き

生
き
と
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、
健

康
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

　

町
で
は
毎
年
、
40
歳
以
上
の
国
民
健
康

保
険
加
入
者
を
対
象
に
特
定
健
診
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
、
自
分
の
体
の
状
態
を
ご
存

知
で
し
ょ
う
か
？
生
活
習
慣
を
見
直
す
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
ま
ず
は
、
自
分

の
体
の
健
康
状
態
を
知
っ
て
お
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

特
定
健
診
と
は

　

特
定
健
診
は
、
生
活
習
慣
病
の
前
段
階

で
あ
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
か

ど
う
か
調
べ
る
健
診
で
あ
り
、
生
活
習
慣

病
の
早
期
の
段
階
で
自
分
の
体
の
状
態
に

気
づ
き
、
生
活
習
慣
病
に
な
ら
な
い
よ
う

に
予
防
を
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

生
活
習
慣
病
は
自
覚
症
状
な
く
進
行
し

ま
す
。
特
定
健
診
を
受
け
る
こ
と
で
、
血

管
や
血
液
等
の
状
態
を
知
り
、
症
状
が
出

る
前
に
、
予
防
・
改
善
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
り
ま
す
。

特
定
健
診
の
申
し
込
み
が
始
ま
り
ま
し
た

ご
存
知
で
す
か　

自
分
の
体
の
状
態
？

　高齢化や食生活の欧米化などの理由で、生活習慣病の割合
が増え続け、それにともない、医療費も年々増加傾向にありま
す。
　健康診査は、自分の健康状態を知る身近な方法です。健康
ブームの中、運動や食事に気をつけている人は多くいますが、
まずは、特定健診を受診して自分の健康状態を知ってみては
いかがですか？



毎
年
受
診
す
る
こ
と
が
大
事

　

平
成
21
年
度
の
特
定
健
診
受
診
率
は

42
．
５
％
で
す
。
さ
ら
に
、
３
年
間
継
続

し
て
受
診
し
て
い
る
人
は
22
％
と
、
わ
ず

か
５
人
に
１
人
で
、
と
て
も
低
い
受
診
率

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
定
健
診
は
、
毎
年
継
続
し
て
受
診
し

て
、
変
化
を
観
察
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。
未
受
診
期
間
に
数
値
が
急
速
に
悪

化
す
る
こ
と
も
あ
り
、
改
善
が
難
し
く
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
が
重
症
化
し
て
心
臓
病
、

脳
卒
中
な
ど
の
大
き
な
病
気
に
か
か
る

と
、
本
人
の
苦
痛
は
も
ち
ろ
ん
、
家
族
や

周
囲
の
人
へ
与
え
る
影
響
も
大
き
く
、
著

し
く
生
活
の
質
（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）
が
低
下
し
ま

す
。

　

自
分
の
血
液
デ
ー
タ
が
良
好
に
保
た
れ

て
い
る
か
知
る
こ
と
が
予
防
の
第
一
歩
で

す
。

　

将
来
の
大
き
な
病
気
を
予
防
す
る
た
め

に
も
、１
年
に
１
回
、必
ず
受
診
し
ま
し
ょ

う
。

健
診
後
の
フ
ォ
ロ
ー

　

健
診
を
受
け
た
結
果
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
該
当
、
ま
た
は
予
備
軍

と
判
定
さ
れ
た
方
に
対
し
て
は
、
特
定
保

健
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
指
導
で
は
、
町
の
保
健
師
や
管
理

栄
養
士
が
健
診
結
果
の
説
明
を
行
う
と
と

も
に
、
生
活
習
慣
改
善
の
た
め
の
行
動
目

標
と
行
動
計
画
を
一
緒
に
作
成
し
、
６
カ

月
間
そ
の
計
画
に
沿
っ
て
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

目
標
や
計
画
は
、
一
人
ひ
と
り
異
な
り

ま
す
が
、「
腹
囲
３
㎝
減
、
体
重
３
㎏
減
」

を
ひ
と
つ
の
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

指
導
後
６
割
の
方
が
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
か
ら
脱
却

　

平
成
21
年
度
、
特
定
保
健
指
導
が
必
要

と
判
定
さ
れ
た
方
は
、
特
定
健
診
受
診
者

の
18
．
６
％
、
３
５
８
人
で
し
た
。
こ
の

う
ち
、
１
４
２
人
の
方
に
保
健
指
導
を

行
っ
た
結
果
、
体
重
で
は
79
人
の
方
が
平

均
で
２
．
３
２
㎏
、
腹
囲
で
は
90
人
の
方

が
平
均
３
．
１
６
㎝
減
少
し
ま
し
た
。

　

結
果
と
し
て
、
特
定
保
健
指
導
を
受
け

た
方
の
う
ち
、
お
よ
そ
６
割
の
方
が
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
か
ら
脱
却
し
、

血
圧
や
脂
質
、
糖
な
ど
の
数
値
に
も
改
善

が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
長
年
続
け
て
き
た
生
活
習
慣

は
、
一
人
で
は
な
か
な
か
改
善
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

　

専
門
家
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、
目
標
数

値
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、
自
ら
が
積
極

的
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

特
定
健
診
・
が
ん
検
診
の
申
込

　

今
月
に
各
戸
配
布
し
て
い
る
「
特
定
健

診
・
が
ん
検
診
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
添
付
し
て
い
る
封
筒
に
入
れ
投

函
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

費
用　

40
歳
以
上
の
日
出
町
国
保
加
入

者
の
特
定
健
診
は
無
料
で
す
。（
が
ん

検
診
は
有
料
）

●
申
込
期
限　

２
月
16
日
（
水
）

●
問
合
先

　
【
特
定
健
診
】・
・
健
康
増
進
課

　
　

国
保
医
療
係
☎
73
‐
３
１
３
３

　
【
が
ん
検
診
】・
・
健
康
増
進
課

　
　

長
寿
医
療
係
☎
73
‐
３
１
３
０

毎
年
、
必
ず
受
診
し
よ
う
！　

特
定
健
診

日出町国民健康保険  年度別医療費
＊平成 22年度は見込み

保険税と医療費の関係

　日出町では毎年保険
税率の見直しを行って
います。医療費は、皆
さんからの税金で賄わ
れており、医療費の増
加は税率の上昇につな
がります。

平成19年度 平成20年度 平成21年度

22億
6,830万円

22億
7,919万円

23億
1,383万円

24億
8,412万円

平成22年度



町内無火災を祈念し、
日出町消防団特別点検が開催

　１月８日、日出中学校グラウンドで日出町消防団特別点検が行われま

した。安部愼太郎団長はじめ団員２４７人が参加し、人員服装点検や機

械器具点検、訓練点検、操法訓練、放水点検が行われました。

　また、藤原南部婦人防火クラブの会員により温かい飲み物が振舞われ

たほか、日出保育園、大神保育園の園児がかわいい演技を披露し、火災

予防を呼びかけました。

　特別点検のあと表彰式が行われ、最後に、日出町の無火災を祈念し、

安部団長の首唱で「火の用心三唱」を行いました。

被
表
彰
者
は
次
の
と
お
り

叙
勲

【
瑞
宝
単
光
章
】

　

元
団
長　
　
　
　
　
　
　

松
田　

勲

　

元
団
長　
　
　
　
　
　
　

安
部　

德

消
防
庁
長
官
表
彰

【
永
年
勤
続
功
労
章
】

　

副
団
長　
　
　
　
　
　
　

中
村　

健
治

【
永
年
勤
続
退
団
者
】
15
年
以
上
勤
続

　

第
３
分
団
分
団
長　
　
　

帯
刀　

均
ニ

　

第
４
分
団
副
分
団
長　
　

石
本　

久
士

　

第
５
分
団
指
導
員　
　
　

角
野　

雄
一

　

第
１
分
団
第
１
部
部
長　

佐
藤　

清
治

　

第
６
分
団
第
１
部
班
長　

後
藤　

英
樹

　

第
７
分
団
第
１
部
班
長　

塩
澤　

修
一

　

第
７
分
団
第
１
部
団
員　

吉
野　

文
男

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

【
勤
続
章
】

　

団
長　
　
　
　
　
　
　
　

安
部
愼
太
郎

　

第
６
分
団
分
団
長　
　
　

一
宮　

澄
夫

　

第
４
分
団
副
分
団
長　
　

土
田　

亮
治



大
分
県
知
事
表
彰

【
永
年
勤
続
功
労
章
】

　

第
３
分
団
分
団
長　
　
　

田
邉　

正
二

大
分
県
消
防
協
会
長
表
彰

【
永
年
勤
続
功
労
章
】
25
年
以
上
勤
続

　

第
７
分
団
分
団
長　
　
　

是
永　

正

　

第
２
分
団
指
導
員　
　
　

豊
田　

剛

　

第
１
分
団
第
３
部
部
長　

林　

由
紀
夫

　

第
１
分
団
第
３
部
団
員　

本
田　

義
典

　

第
１
分
団
第
４
部
団
員　

辻
本　

末
夫

　

第
３
分
団
第
１
部
団
員　

阿
部　

豊
喜

　

第
４
分
団
第
１
部
団
員　

長
野　

典
明

　

第
６
分
団
第
２
部
団
員　

山
田　

秀
敏

【
永
年
勤
続
功
労
章
】
20
年
以
上
勤
続

　

第
２
分
団
副
分
団
長　
　

清
家　

和
彦

　

第
７
分
団
指
導
員　
　
　

菅
原　

俊
治

　

第
３
分
団
第
１
部
部
長　

二
宮　

孝
明

　

第
２
分
団
第
１
部
団
員　

北
野　

清
光

　

第
２
分
団
第
２
部
団
員　

北
野　

浩
二

　

第
３
分
団
第
１
部
団
員　

笠
置　

幸
生

　

第
５
分
団
第
３
部
団
員　

藤
井　

正
俊

【
永
年
勤
続
退
団
者
】
15
年
以
上
勤
続

＊ 

消
防
庁
長
官
永
年
勤
続
退
団
表
彰
者
と

同
じ
。

大
分
県
消
防
防
災
対
策

協
議
会
長
表
彰

【
優
良
消
防
団
員
】

　

第
４
分
団
副
分
団
長　
　

土
田　

亮
治

　

第
３
分
団
指
導
員　
　
　

藤
田　

髙
志

日
出
町
長
表
彰

【
永
年
勤
続
功
労
者
】
15
年
以
上
勤
続

　

第
１
分
団
第
１
部
班
長　

八
坂　

正
史

　

第
４
分
団
第
３
部
班
長　

安
部
謙
太
郎

　

第
４
分
団
第
４
部
班
長　

西
郷　

友
也

　

第
５
分
団
第
２
部
班
長　

梶
原　

幸
治

　

第
３
分
団
第
１
部
団
員　

坂
西　

和
宏

　

第
４
分
団
第
１
部
団
員　

村
岡　

孝
哲

　

第
５
分
団
第
３
部
団
員　

井
上
洋
二
郎

　

第
６
分
団
第
１
部
団
員　

利
光　

雅
人

【
永
年
勤
続
功
労
者
】
10
年
以
上
勤
続

　

第
１
分
団
第
３
部
班
長　

室
屋　

武
美

　

第
６
分
団
第
３
部
班
長　

安
部　

保
範

　

第
２
分
団
第
２
部
団
員　

垣
迫　

彰

　

第
２
分
団
第
２
部
団
員　

佐
野　

龍
二

　

第
２
分
団
第
２
部
団
員　

廣
津　

保

　

第
４
分
団
第
３
部
団
員　

吉
野　

茂
樹

　

第
４
分
団
第
４
部
団
員　

糸
長　

広
治

　

第
５
分
団
第
２
部
団
員　

片
山　

憲
司

　

第
６
分
団
第
１
部
団
員　

一
宮
健
太
郎

　

第
６
分
団
第
３
部
団
員　

西
野　

博
昭

　

第
６
分
団
第
３
部
団
員　

盛
長　

浩
二

　

第
６
分
団
第
３
部
団
員　

棚
成　

雄
二

【
優
秀
部
】

　

第
４
分
団
第
３
部

　

第
６
分
団
第
３
部

【
火
災
予
防
実
践
優
秀
部
】

　

第
３
分
団
第
１
部

【
優
良
部
】

　

第
４
分
団
第
１
部

　

第
１
分
団
第
４
部

　

第
２
分
団
第
１
部

【
努
力
部
】

　

第
７
分
団
第
１
部

　

第
７
分
団
第
２
部

【
優
良
分
団
】

　

第
７
分
団

日
出
町
消
防
団
長
表
彰

　

第
６
分
団
第
３
部

　

第
１
分
団
第
３
部

　

第
３
分
団
第
１
部

飲み物を振舞う婦人防火クラブのメンバー

表彰を受ける帯刀均二さん

かわいい演技を披露する園児



■
補
助
対
象
者　

町
内
在
住
の
方

■ 

補
助
金
額　

１
基
に
つ
き
購
入
金
額

の
２
分
の
１
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、

次
の
限
度
額
が
あ
り
、
１
世
帯
に
つ

き
２
基
ま
で
と
し
ま
す
。

○ 

電
動
式
の
も
の
は
、
１
基
に
つ
き

２
万
円
。

○ 

電
動
式
以
外
の
も
の
は
、
１
基
に
つ

き
３
千
円
。

① 

家
庭
用
生
ご
み
処
理
容

器
の
購
入
に
補
助

　

平
成
23
年
度
交
通
災
害
共
済
の
加
入

受
付
を
２
月
か
ら
開
始
し
ま
す
。

　

４
月
以
降
も
途
中
加
入
で
き
ま
す

が
、
掛
金
は
加
入
期
間
の
長
短
に
か
か

わ
ら
ず
一
律
３
６
０
円
と
な
り
ま
す
の

で
、
共
済
期
間
を
最
大
限
利
用
す
る
た

め
に
も
３
月
31
日
ま
で
の
加
入
を
お
勧

め
し
ま
す
。

■
共
済
掛
金　

１
人
に
つ
き
３
６
０
円

■
申
込
期
間

　

 　

平
成
23
年
２
月
１
日
（
火
）
〜
平

成
24
年
３
月
30
日
（
金
）

【 

平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で
に
申
し
込

ん
だ
場
合
の
加
入
期
間
】 

　

 　

平
成
23
年
４
月
１
日
〜
平
成
24
年

３
月
31
日

【 

平
成
23
年
４
月
１
日
以
降
に
申
し
込

ん
だ
場
合
の
加
入
期
間
】

　

申
込
日
翌
日
〜
平
成
24
年
３
月
31
日

■
問
合
先　

生
活
環
境
課

　

☎
73
‐
３
１
２
８

交
通
災
害
共
済
の
加
入

受
付

■ 

補
助
対
象　

町
内
の
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
設
置
す
る
自
治
区
。

■ 
補
助
金
額　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設

置
総
額
の
２
分
の
１
と
し
、
限
度
額

は
１
箇
所
に
つ
き
３
万
円
。

■ 

問
合
先　

生
活
環
境
課
☎
73
‐

３
１
２
８　

①
②
共
通

② 

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設

置
に
補
助

ごみ収集車の火災が発生しました
　１２月２０日、ごみ収集車の火災が発生しました。
　カセットボンベかスプレー缶の残りガスが収集車に漏れ出して、
なんらかの火花が引火したと思われます。消防車が出動し、火を
消し止めましたが、収集車に燃え移って大変危険な状況でした。

スプレー缶やカセット
ボンベを廃棄する際は、
必ず使いきってから火
の気のない屋外で、穴
を空けてガスを出し切
ってください。

問合先　生活環境課　☎73－ 3128

火災が発生したごみ収集車

知
っ
て
お
き
た
い
町
政
情
報



ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
・
小
児
用
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
・
子
宮
頸
が
ん

予
防
ワ
ク
チ
ン
の
無
料
接
種

　

平
成
23
年
２
月
１
日
か
ら
、
ヒ
ブ
ワ

ク
チ
ン
・
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
・
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
予

防
接
種
を
無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
予
防
接
種
は
、
予
防
接
種

法
に
基
づ
く
定
期
接
種
で
は
な
く
、
保

護
者
の
希
望
で
受
け
る
予
防
接
種
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

予
防
接
種
の
効
果
や
副
反
応
を
十
分

理
解
し
た
う
え
で
、
予
防
接
種
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

■ 

接
種
期
間　

２
月
１
日
〜
平
成
24
年

３
月
31
日

■ 

実
施
医
療
機
関　

町
内
の
予
防
接
種

実
施
医
療
機
関
。

＊ 

町
外
の
医
療
機
関
で
受
け
る
場
合

は
、
受
け
る
医
療
機
関
に
実
施
の
有

無
を
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■ 

健
康
被
害
の
救
済　

予
防
接
種
に

よ
っ
て
生
じ
た
健
康
被
害
と
判
断
さ

れ
た
場
合
、
町
の
予
防
接
種
事
故
賠

償
補
償
保
険
や
医
薬
品
副
作
用
被
害

救
済
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■ 

問
合
先　

福
祉
対
策
課
子
育
て
支
援

係
☎
73
‐
３
１
２
１

ワクチンの
種類 ヒブワクチン 小児用肺炎球菌ワクチン 子宮頸がん　　

　予防ワクチン

予防できる
病気

　ヒブによる髄膜炎や敗血
症、肺炎など。

＊ ヒブによる髄膜炎にかか
ると、命の危険や重い障
がいを残すことがありま
す。

　肺炎球菌による髄膜炎や
菌血症、菌血症を伴う肺炎
など。

＊ 肺炎球菌による髄膜炎に
かかると、命の危険や重
い障がいを残すことがあ
ります。

　ヒトパピローマウイルス
16型と 18型感染による子
宮頸がん。

対象者 生後 2カ月～ 5歳未満 生後 2カ月～ 5歳未満
中学 1年～高校 1年の学年
に相当する年齢

接種
スケジュール

　接種回数は、接種を開始す
る年齢によって次のようにな
ります。
● 生後 2カ月～ 7カ月未満
の方
　 　4 週間～ 8週間の間隔
で 3回接種し、1年あけ
て４回目を接種する。
● 生後 7カ月～ 1年未満の方
　 　4 週間～ 8週間の間隔
で 2回接種し、1年あけ
て 3回目を接種する。
●1歳～ 5歳未満の方
　　1回接種する。

　接種回数は、接種を開始す
る年齢によって次のようにな
ります。
● 生後 2カ月～ 7カ月未満
の方
　 　27 日以上の間隔で 3回
接種し、1歳～ 1歳 3カ月
の間に 1回接種する。

● 生後 7カ月～ 1年未満の方
　 　27 日以上の間隔で 2
回接種し、1歳で 1回接
種する。
●1歳～ 2歳未満の方
　 　60 日以上の間隔で 2
回接種する。
●2歳～ 5歳未満の方
　　1回接種する。

　初回接種後、１カ月後と
６カ月後にそれぞれ 1回ず
つ接種します。（計３回）

接種
医療機関

●矢野小児科医院
 ☎ 72－ 1011
● てしまこどもの杜クリニック

☎ 28－ 0870

●矢野小児科医院
 ☎ 72－ 1011
●てしまこどもの杜クリニック
 ☎ 28－ 0870

●日出中央医院
 ☎ 72－ 2534
●酒井医院 ☎ 72－ 2624
●鈴木病院 ☎ 73－ 2131
●吉岡内科医院
 ☎ 73－ 2787
● てしまこどもの杜クリニック
 ☎ 28－ 0870
●こうまつ循環器科内科クリニック
 ☎ 73－ 0077
●島田内科クリニック
 ☎ 28－ 0280

制度改正や手続きなどの、暮らしに役立つ情報をお知らせします



　

日
出
町
で
は
、
義
務
教
育
を
受
け
る

に
あ
た
り
、
経
済
的
に
お
困
り
の
方
を

対
象
に
就
学
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
援
助
内
容　

　

 　

学
用
品
、
修
学
旅
行
費
、
給
食
費

な
ど
の
一
部
。

■
支
給
基
準　

　

 　

基
本
的
に
平
成
22
年
度
町
民
税
の

所
得
割
額
が
非
課
税
の
世
帯
。

■
申
込　

　

 　

２
月
25
日
（
金
）
ま
で
に
申
請
書

を
学
校
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
書　

　

各
学
校
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

■
問
合
先　

　

教
育
総
務
課
☎
73
‐
３
１
５
７

　

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
で
な
い
65
歳

以
上
の
高
齢
者
で
も
、
町
が
発
行
す
る

「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
を
、

確
定
申
告
の
際
に
添
付
す
る
こ
と
で
、

障
害
者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

■
対
象
者

　

 　

申
告
の
前
年
末
現
在
に
お
い
て
要

介
護
、
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
る

65
歳
以
上
の
方
で
、
要
介
護
認
定
資

料
を
基
に
、
次
に
示
す
判
定
基
準
に

該
当
す
る
方
。

○
障
害
者
控
除

　

 　

「
障
害
高
齢
者
日
常
生
活
自
立
度

（
寝
た
き
り
度
）
が
Ａ
ラ
ン
ク
に
該

当
、
ま
た
は
「
認
知
症
高
齢
者
の
日

常
生
活
自
立
度
」
が
Ⅱ
、
Ⅲ
ラ
ン
ク

に
該
当
す
る
方
。

　

 

（
所
得
税
控
除
額
：
27
万
円　

住
民

税
控
除
額
：
26
万
円
）

○
特
別
障
害
者
控
除

　

 　

「
障
害
高
齢
者
日
常
生
活
自
立
度

（
寝
た
き
り
度
）
」
が
Ｂ
、
Ｃ
ラ
ン

ク
に
該
当
、
ま
た
は
「
認
知
症
高
齢

者
の
日
常
生
活
自
立
度
」
が
Ⅳ
、
Ｍ

ラ
ン
ク
に
該
当
す
る
方
。

　

 

（
所
得
税
控
除
額
：
40
万
円　

住
民

税
控
除
額
：
30
万
円
）

＊ 

所
得
税
、
住
民
税
が
非
課
税
の
方
は
、

申
請
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
手
続
き
方
法　

　

 　

認
定
書
の
交
付
に
は
申
請
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
印
鑑
を
お
持
ち
の
う

え
、
健
康
増
進
課
介
護
保
険
係
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

健
康
増
進
課
介
護
保
険
係

　

☎
73
‐
３
１
３
０

申
告
で
障
害
者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

要
介
護
者
の
税
の
申
告

児
童
生
徒
就
学
援
助
費
の
申
請

経
済
的
に
お
困
り
の
方

に
就
学
援
助

　国民年金では、保険料を前払いすると割引がある「前納」 という制度があります。「口座
振替による前納」は、「納付書で前納」するより割引率が多くお得です。
　口座振替による前納制度を利用するには、申し込みが必要です。

■申込期限　２月２８日（月）

■問合先　住民課年金係　☎ 73－ 3122

国民年金保険料は口座振替による前納がお得です

知
っ
て
お
き
た
い
町
政
情
報



　日出魚市場では毎日朝市を開催しています。日ごろお世話になっているお客様に感謝して「日出
魚市場　お客様感謝祭」を開催します。日出駅より無料送迎車有。氷無料サービス。

■開催日　　３月２６日（土）　７時～１２時（魚のセリは７時３０分～）
■開催場所　大神漁港（深江）
■内容　　　○すべての鮮魚をセリ値の１割増で販売（通常３割）　○マグロの解体、激安即売
　　　　　　○無料遊覧船　○地タコ・地エビから揚げ、海鮮丼、ちりめん弁当、天ぷら等販売
■問合先　　日出町観光協会　☎７２－４２５５

第２回　日出魚市場　お客様感謝祭

　

高
齢
者
を
狙
う
振
込
詐
欺
等
の
不
審

電
話
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
不
審
な
電

話
が
あ
っ
た
時
に
は
被
害
に
あ
わ
な
い

よ
う
に
、
「
か
け
直
す
か
ら
」
と
電
話

を
切
る
な
ど
し
て
く
だ
さ
い
。

　

役
場
か
ら
医
療
費
等
の
還
付
に
つ
い

て
直
接
電
話
を
か
け
る
こ
と
は
原
則
あ

り
ま
せ
ん
。
必
ず
文
書
等
で
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。

　

不
審
な
電
話
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
左

記
の
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
次
の
よ
う
な
不
審
電
話
が
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。

○ 

「 

被
保
険
者
証
の
番
号
を
教
え
て
ほ

し
い
」

○
「 

通
帳
の
暗
証
番
号
を
教
え
て
ほ
し

い
」

○
「 

医
療
費
の
還
付
金
が
あ
る
の
で
、

今
か
ら
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
行
っ
て
、
言
う

通
り
に
操
作
し
て
ほ
し
い
」

○
「 

年
間
10
万
円
以
上
医
療
費
が
か

か
っ
た
人
に
特
別
支
給
金
が
あ
る
の

で
、
口
座
番
号
と
通
帳
残
高
の
桁

数
を
教
え
て
ほ
し
い
」

■
問
合
先　

健
康
増
進
課
国
保
医
療
係

　

☎
73-

３
１
３
３

■
広
告
掲
載
期
間

　

平
成
23
年
４
月
〜

　

平
成
24
年
３
月
ま
で

■
募
集
期
限

　

平
成
23
年
２
月
28
日
（
月
）

■
広
告
の
規
格

【
広
報
ひ
じ
】

○ 

掲
載
場
所　

ま
ち
の
掲
示
板
（
２
色

刷
り
）
下
段

○
規
格　

＊ 

２
枠
分
を
１
枠
と
し
て
掲
載
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

○
掲
載
期
間　

１
月
単
位

○
掲
載
料　

１
枠
当　

１
万
円
（
月
額
）

【
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

○
広
告
の
種
類　

バ
ナ
ー
広
告

○
掲
載
場
所　

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

○
枠
数　

20
枠

○
掲
載
期
間　

１
月
単
位

○
掲
載
料　

１
枠
当　

５
千
円（
月
額
）

【
公
用
車
】

○
掲
載
場
所　

車
両
の
左
右
両
面

○
掲
載
期
間　

１
月
単
位　

○ 

掲
載
料　

サ
イ
ズ
に
よ
り
、
４
千
円

ま
た
は
６
千
円
（
月
額
）

＊ 

各
掲
載
広
告
は
、
広
告
主
が
作
成
し

て
く
だ
さ
い
。

＊ 

掲
載
す
る
広
告
と
し
て
適
当
で
な
い

と
認
め
た
も
の
は
掲
載
で
き
ま
せ

ん
。

■
申
込
・
問
合
先

○ 

【
広
報
ひ
じ
】
・
【
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
】
に
つ
い
て
は
、
総
務
課
広
報
広

聴
係
☎
73
‐
３
１
５
０

○ 

【
公
用
車
】
に
つ
い
て
は
、
財
政
課

管
財
係
☎
73
‐
３
１
５
３

町
報
・
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
公
用
車
に
広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か

有
料
広
告
を
募
集
し
ま
す

不
審
電
話
に

　

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

子ども手当の振込み

　２月定期払いの子ども
手当の振り込み日は２月
10日（木）です。
　今回の支払いは平成
22年10月分～平成23 年
1月分の手当となりま
す。
　登録している通帳でご
確認ください。

＊現況届を提出していな
い方については、支給が
差し止めになっていま
す。詳しくは下記までお
問い合わせください。

●問合先
　福祉対策課
　子育て支援係
　☎ 73－ 3121

制度改正や手続きなどの、暮らしに役立つ情報をお知らせします



明
る
い
未
来
を
築
け
る
よ
う
な
大
人
に
な
り
た
い

　

１
月
９
日
、
町
中
央
公
民
館

で
成
人
式
が
行
わ
れ
、
対
象
者

２
９
１
人
の
う
ち
、
２
３
８
人
が

出
席
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
工
藤
町
長
が
「
こ
れ

か
ら
の
時
代
の
担
い
手
と
な
っ
て

力
を
存
分
に
発
揮
し
、
成
長
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
」
と
式
辞

を
述
べ
。
成
人
者
代
表
の
梶
原
幸

太
郎
さ
ん
が
「
明
る
い
未
来
を
築

く
一
員
と
な
れ
る
よ
う
な
大
人
に

な
り
た
い
」
と
。
ま
た
、
河こ
う

野の

翔し
ょ
う

子こ

さ
ん
が
「
自
分
の
力
を
信
じ
、

夢
を
実
現
す
る
た
め
、
力
い
っ
ぱ

い
歩
ん
で
い
き
た
い
」
と
意
見
発

表
を
し
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
二
宮
孝た

か

き毅
さ
ん
が

「
一
つ
ひ
と
つ
の
事
を
真
摯
に
受

け
止
め
、
一
人
前
に
な
れ
る
よ
う

ま
い
進
し
て
い
き
た
い
」
と
謝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
の
後
、
成
人
式
実
行
委
員
会

が
企
画
し
た
、
恩
師
に
よ
る
ビ
デ

オ
レ
タ
ー
上
映
や
日
出
中
ブ
ラ
ス

バ
ン
ド
部
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
演
奏
の
ほ

か
、
成
人
者
か
ら
保
護
者
に
対
し

て
感
謝
の
手
紙
が
読
み
上
げ
ら
れ

る
な
ど
し
ま
し
た
。

成人式の様子

意見発表をする梶原さん意見発表をする河野さん謝辞を述べる二宮さん



豊
岡
小
学
校
校
舎
改

築
工
事
起
工
式

　

12
月
27
日
、
豊
岡
小
学
校
で

「
豊
岡
小
学
校
校
舎
改
築
工
事
起

工
式
」
が
行
わ
れ
関
係
者
お
よ
そ

70
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

昭
和
33
年
に
建
て
ら
れ
た
現
校

舎
は
老
朽
化
が
進
み
、
耐
震
性
に

問
題
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
改
築

す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　

完
成
予
定
は
、
平
成
24
年
７

月
。
１
期
工
事
で
、
現
校
舎
の
東

側
に
新
校
舎
の
一
部
を
来
年
８
月

ま
で
に
建
築
し
、
２
期
工
事
で
現

移
動
町
長
室

新
成
人
と
意
見
交
換

　

12
月
27
日
、町
中
央
公
民
館
で
、移

動
町
長
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。メ
ン

バ
ー
は
、成
人
式
の
実
行
委
員
で
あ

り
、今
春
成
人
を
迎
え
た
成
人
者
８

人
。

　

工
藤
町
長
が「
若
い
方
と
の
移
動

町
長
室
は
初
め
て
で
す
。み
な
さ
ん

の
意
見
を
町
政
の
参
考
に
し
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。

　

新
成
人
か
ら
は
、城
趾
周
辺
整
備

の
こ
と
や
商
店
街
の
衰
退
、医
療
・
介

護
問
題
に
つ
い
て
の
質
問
が
出
ま
し

た
。

　

最
後
に
町
長
が「
日
出
町
出
身
で

あ
る
こ
と
を
誇
り
に
思
え
る
よ
う

に
、日
出
町
の
こ
と
を
よ
く
学
ん
で

く
だ
さ
い
」と
話
し
ま
し
た
。

正体をさぐるユニークなやりとり

意見交換をする成人者

　

１
月
９
日
、
大
神
原
山
地
区
に
江

戸
時
代
か
ら
つ
づ
く
伝
統
行
事
「
か

せ
ど
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
か
せ
ど
り
」は
子
ど
も
の
生
ま
れ

た
家
の
玄
関
に
、大
足
半（
お
お
あ
し

な
か
）と
よ
ば
れ
る
大
き
な
わ
ら
じ

と
俵
を「
い
お
ー
ち
あ
ぐ
る
で
」の
掛

け
声
と
と
も
に
投
げ
込
み
、子
ど
も

の
健
や
か
な
成
長
と
五
穀
豊
穣
を
願

う
も
の
で
す
。こ
の
行
事
に
は
、投
げ

込
む
側
は
正
体
を
明
か
し
て
は
い
け

な
い
と
い
う
ル
ー
ル
が
あ
り
、笠
や

み
の
、化
粧
で
顔
を
隠
し
、投
げ
込
ま

れ
た
側
は
、酒
な
ど
を
振
舞
い
正
体

を
探
ろ
う
と
し
ま
す
。今
年
は
、孫
の

桜さ
く
ら空
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
松
本
宏
さ

ん
方
を
訪
れ
ま
し
た
。

伝
統
行
事
「
か
せ
ど
り
」

祝（
い
お
）―

ち
あ
ぐ
る
で

豊岡小学校完成予想図

起工式の様子

校
舎
を
取
り
壊
し
、
残
り
の
新
校

舎
を
建
て
ま
す
。

　

運
動
場
を
な
る
べ
く
広
く
確
保

す
る
た
め
に
、
校
舎
を
で
き
る
だ

け
北
側
に
寄
せ
て
建
設
し
ま
す
。

　

工
事
概
要
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
４
階
建
、
延
床
面
積
は

４
，
６
１
０
㎡
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
１

基
と
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
す
る

予
定
。
総
事
業
費
は
、
７
億
１
，

１
１
７
万
１
千
円
で
す
。

　

日
出
町
で
は
、
学
校
施
設
の
耐

震
化
率
１
０
０
％
に
向
け
て
、
耐

震
診
断
、
耐
震
補
強
工
事
を
計
画

的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

まちの
わだい 町内であった「あんなこと」、「こんなこと」を

お知らせするコーナー
情報提供はこちら
総務課広報広聴係☎ 73－3150　FAX 72－7294



２月６日(日) 矢野小児科医院 72－1011
　　11日(金) 鈴木病院 73－2131
　　13日(日) サンライズ酒井病院 72－2266
　　20日(日) 大石内科医院 72－2121
　　27日(日) 岡田内科クリニック 28－0101
３月６日(日) 日出中央医院 72－2534
　　13日(日) 日出児玉病院 72－2724
　　20日(日) 八重眼科医院 73－1221
　　21日(月) 鈴木病院 73－2131

●休日当番医
※診療時間  ９：00～17：00
※ 発行後に変更になる場合があります。各医療機関や日出町健
康増進課☎73－3130にご確認ください。

元
気
な
う
ち
か
ら

介
護
予
防

え
ら
れ
ま
す
が
・
・
・
65
歳
以
上
の

人
で
あ
れ
ば
誰
で
も
「
介
護
予

防
」
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
な

の
で
す
。
自
分
は
ま
だ
ま
だ
大
丈
夫
！

と
思
っ
て
い
る
人
も
元
気
な
時
か
ら
介

護
予
防
に
取
り
組
む
こ
と
で
い
つ
ま
で

も
自
分
ら
し
く
生
き
生
き
と
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。
年
齢
と
と
も
に
あ
ら

わ
れ
る
「
心
身
の
老
化
」
。
年
だ
か
ら

仕
方
な
い
と
放
っ
て
お
く
と
、
寝
た
き

り
や
認
知
症
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ

ん
。

元
気
な
今
だ
か
ら
こ
そ
介
護
予
防

の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
！

　

そ
こ
で
日
出
町
で
も
、
「
介
護
予

防
」
が
必
要
な
方
を
早
期
に
発
見
し
、

「
介
護
予
防
」
へ
の
取
り
組
み
を
実
施

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
23
年
度
、
24
年

度
の
２
年
間
で
65
歳
以
上
の
方
全
員

を
対
象
に
「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
」
を
送
付
い
た
し
ま
す
。
（
23

年
度
は
南
端
・
豊
岡
・
大
神
地
区
、
24

年
度
は
日
出
・
川
崎
・
藤
原
地
区
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
）

　

そ
の
結
果
を
受
け
て
「
介
護
予
防
」

が
必
要
な
方
に
、
日
出
町
が
実
施
す
る

「
介
護
予
防
」
の
教
室
へ
の
参
加
を
案

内
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
介
護
予

防
へ
の
取
り
組
み
を
始
め
て
み
ま
し
ょ

う
！

● 

問
合
先　

健
康
増
進
課
長
寿
健
康
係

☎
73
‐
３
１
３
０

  

離
乳
食
教
室

　

離
乳
食
に
関
す
る
相
談
や
試
食
な
ど

を
行
う
教
室
で
す
。

　

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
参
加
で
き
ま
す
。

※
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

● 

と
き　

３
月
８
日
（
火
）

　

受
付
10
時
〜
／
教
室
10
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
11
時
30
分

●
と
こ
ろ　

町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

● 

対
象　

離
乳
食
期
（
１
歳
６
カ
月
こ

ろ
ま
で
）

● 

問
合
先　

福
祉
対
策
課
子
育
て
支
援

係
☎
73
‐
３
１
２
１

介
護
予
防
と
は

「
介
護
予
防
」
と
は
、
介
護
を
必
要
と

す
る
状
態
を
防
い
だ
り
、
た
と
え
介
護

が
必
要
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
以

上
悪
化
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
て
い
く
こ

と
で
す
。

　

で
は
、
ど
の
よ
う
な
人
に
「
介
護
予

防
」
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
？
足
腰

が
弱
っ
て
き
た
人
、
食
事
の
量
が
少
な

く
な
っ
て
き
た
人
、
外
出
の
機
会
が
少

な
く
な
っ
た
人
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
と
考

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
と
は
、

運
動
・
栄
養
・
生
活
習
慣
な
ど

に
つ
い
て
の
質
問
に
答
え
る
こ

と
で
、
自
分
に
必
要
な
介
護
予

防
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
質
問

票
で
す
。

健 康
ペ ー ジ

子 育 て



児童館へおいで！

日出町地域子育て支援センター
 ☎２８―１２１２

■子育て広場・子育て相談
　月～金9時～16時
■出張子育て広場（0歳～就学前まで）
　14日（月）10時～12時
　日出中央公民館
■さわやかコンサート（0歳～）
　16日（水）11時～
■よみきかせの会（0歳～）
　22日（火）11時～
■赤ちゃん広場（0歳～）
　9日（水）・17日（木）・23日（水）
　10時～12時

日出町児童館 ☎７２―０３２３

■たのしい絵本読み聞かせ（乳幼児）
　18日（金）11時15分～11時45分
■ゆうゆう子育て講座③・体育（乳幼児）
　24日（木）11時～12時　定員10人
＊水筒、室内運動靴、タオル持参。

さざんか児童館 ☎７２－８３８３

■親子グループ活動
　 ２月の活動　○0、1歳児クラス　15・
22日　 ○3～5歳児クラス　16・23日　 
○2歳児クラス　17・24日

■絵本の読み聞かせ
　5日（土）10時30分～
■手作りおもちゃで遊ぼう
　11日（金）10時～・13時～
■ 親子チョコレート作り（3歳以上の親
子・5日までに要申込・300円）
　10日（木）10時30分～
■赤ちゃん広場（0歳児・要申込・200円）
　7日（月）10時30分～
■集まれ！ちびっこ
　25日（金）10時30分～　
　日出中央公民館

健脚を競う

  

子
育
て
講
演
会

　

明
る
く
楽
し
い
元
気
の
で
る
お
話
で

す
。
心
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
充
電
し
ま

し
ょ
う
。

　

保
護
者
が
講
演
を
聞
い
て
い
る
間
、

大
ホ
ー
ル
で
子
ど
も
向
け
の
レ
ク
レ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。
（
幼
稚
園
〜
小

学
生
向
け
）
体
や
頭
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム

で
思
い
っ
き
り
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

● 

講
師　

大
分
県
職
員
研
修
所　

佐
藤

敬
子
氏

● 

演
題　

「
乗
り
越
え
る
力
を
わ
が
子

新
春
健
康
マ
ラ
ソ
ン
」
が
大
神
深
江
港

を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

町
内
外
か
ら
年
齢
、
性
別
に
分
か
れ

た
10
種
目
に
６
３
１
人
が
参
加
し
、
健

脚
を
競
い
ま
し
た
。

　

大
会
会
場
で
は
深
江
み
な
と
朝
市
を

同
時
に
開
催
。
新
鮮
な
魚
介
類
や
野
菜

が
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
出
町
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
設
立
準
備
委
員
会
の
協
力
に

よ
り
、
雑
炊
や
焼
き
お
に
ぎ
り
が
参
加

者
に
振
舞
わ
れ
、
多
く
の
人
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

に　

〜
親
子
の
ハ
ー
ト
フ
ル
・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〜
」

●
と
き　

３
月
５
日
（
土
）
13
時
30
分
〜

●
と
こ
ろ　

町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

＊
要
申
込
、
入
場
無
料
。

＊ 

レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
の
み
の
参
加
も
可

能
で
す
。

● 

申
込
・
問
合
先　

大
神
母
親
ク
ラ
ブ

☎
72
‐
０
３
２
７

  

新
春
健
康
マ
ラ
ソ
ン

　

１
月
10
日
、
「
日
出
町
ま
ち
お
こ
し



職
員
の
退
職
金
事
情
に
つ
い
て

　

日
出
町
の
町
長
、副
町
長
、教
育
長
、正
規

職
員
に
対
し
て
は
、任
期
満
了
、定
年
等
に
よ

っ
て
退
職
す
る
場
合
、退
職
手
当
条
例
等
の

規
定
に
よ
っ
て
退
職
手
当
が
支
払
わ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
17
年
度
か
ら
始
め
た
第
１
次
行
財
政

改
革
の
中
で
は
、こ
の
退
職
金
の
こ
と
に
つ

い
て
は
あ
ま
り
論
議
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、実
は
改
革
の
行
方
を
左
右
す
る
大
変
重

要
で
大
き
な
問
題
で
し
た
。町
長
に
就
任
し

た
の
が
平
成
16
年
９
月
。す
ぐ
に
改
革
計
画

の
樹
立
作
業
に
着
手
し
、成
案
を
得
て
平
成

17
年
４
月
か
ら
実
施
に
移
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、そ
れ
に
先
ん
じ
て
議
会
に
条
例

の
改
正
を
お
願
い
し
、ま
ず
最
初
に
町
長
等

の
３
役
の
報
酬
の
カ
ッ
ト
。併
せ
て
退
職
希

望
者
を
募
集
。そ
の
結
果
、平
成
17
年
３
月
末

ま
で
に
定
年
退
職
者
の
ほ
か
に
、定
年
前
退

職
希
望
者
等
が
あ
り
、人
数
で
16
人
、退
職
手

当
総
額
は
３
億
８
５
９
４
万
円
と
な
り
ま
し

た
。予
想
を
大
き
く
超
え
た
退
職
者
で
退
職

手
当
負
担
金
に
不
足
が
生
じ
、退
職
手
当
組

合
に
負
担
を
お
願
い
す
る
結
果
と
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、改
革
の
中
で
職
員
給
料
の
５
％
カ

ッ
ト
、職
員
配
置
数
を
２
１
２
人
と
縮
減
し
、

そ
の
後
の
職
員
採
用
を
ひ
か
え
た
こ
と
か

ら
、給
与
支
払
い
総
額
は
少
な
く
な
り
ま
し

た
が
、逆
に
人
員
削
減
に
よ
る
多
額
の
退
職

金
の
支
払
い
が
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

加
え
て
折
か
ら
の
団
塊
世
代
の
退
職
者
増

の
時
代
を
迎
え
て
お
り
、こ
れ
ま
で
以
上
の

負
担
金
の
積
み
増
し
を
必
要
と
す
る
時
期
と

も
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

し
た
が
っ
て
、平
成
17
年
度
か
ら
は
毎
年

２
億
３
４
９
３
万
円
を
５
年
間
、平
成
21
年

度
ま
で
積
み
立
て
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
積
立
金
の
額
は
、定
年
前
職
員
20
人
以

上
の
１
年
間
の
人
件
費
に
相
当
し
ま
す
が
、

当
時
こ
の
額
を
簡
単
に
捻
出
す
る
だ
け
の
余

裕
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
い
え
ま
す
。予

想
通
り
平
成
20
年
３
月
末
ま
で
に
10
人
・
２

億
２
６
３
８
万
円
、平
成
21
年
３
月
末
ま
で

に
は
20
人
・
４
億
６
５
０
２
万
円
の
支
出
が

必
要
に
な
り
ま
し
た
。

７
年
間
に
16
億
２
５
７
２
万
円
を
支
出

　

総
括
す
る
と
本
年
３
月
末
ま
で
の
７
年
間

に
退
職
者
73
人
、総
額
16
億
２
５
７
２
万
円

の
支
出
と
な
り
ま
す
。町
政
運
営
の
中
で
こ

の
金
額
は
相
当
大
き
な
割
合
を
占
め
ま
す
。

ち
な
み
に
、日
出
町
で
昭
和
37
年
か
ら
本
年

３
月
末
ま
で
に
退
職
ま
た
は
退
職
見
込
み
分

を
含
め
る
と
、総
人
数
４
１
３
人
、総
額
で
47

億
１
５
３
５
万
円
と
な
り
ま
す
。

　

さ
て
、第
１
次
の
行
財
政
改
革
で
種
々
の

対
策
を
講
じ
一
応
の
成
功
裏
に
終
了
し
ま
し

た
。そ
し
て
現
在
第
２
次
計
画
へ
と
進
ん
で

い
ま
す
が
、こ
れ
ま
で
述
べ
た
よ
う
に
最
大

の
課
題
は
、退
職
手
当
の
引
当
金
を
い
か
に

確
保
し
て
い
く
か
に
か
か
っ
て
い
た
わ
け
で

す
。

　

合
併
を
し
な
い
こ
と
で
合
併
債
の
恩
恵
が

な
く
、ま
た
人
口
増
加
な
ど
で
過
疎
債
の
適

用
も
な
く
、退
職
債
の
借
り
入
れ
も
制
限
さ

れ
る
な
ど
、新
た
な
財
源
確
保
の
道
の
な
い

日
出
町
に
あ
っ
て
の
自
立
の
道
は
、総
人
件

費
の
抑
制
以
外
に
は
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
り

ま
す
。

　

町
民
皆
さ
ん
の
多
大
な
協
力
の
下
に
行
わ

れ
た
改
革
で
し
た
が
、そ
れ
に
人
件
費
負
担

が
覆
い
か
ぶ
さ
っ
て
い
け
ば
今
日
の
日
出
町

は
な
く
、も
っ
と
厳
し
い
状
態
に
立
ち
至
っ

て
い
た
こ
と
は
必
至
で
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
意
味
合
い
か
ら
機
構
改
革
や
定
数
の

見
直
し
で
、25
人
程
度
の
職
員
数
の
減
は
絶

対
に
避
け
て
通
れ
な
い
必
要
な
措
置
で
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。給
与
カ
ッ
ト
や
職
員
減
は
、

職
員
団
体
と
の
徹
夜
交
渉
な
ど
を
経
て
の
厳

し
い
道
の
り
で
し
た
が
、も
し
こ
れ
が
実
施

で
き
な
け
れ
ば
合
併
の
可
否
を
再
燃
さ
せ
か

ね
な
い
事
態
も
予
想
さ
れ
ま
し
た
。実
情
を

理
解
し
協
力
を
い
た
だ
い
た
職
員
、組
合
員

の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

的
山
荘
指
定
管
理
者
、補
正
予
算
等
決
ま
る

　

１
月
14
日
に
臨
時
議
会
が
開
催
。懸
案
事

項
で
あ
り
ま
し
た
的
山
荘
の
指
定
管
理
者
に

大
分
市
の「
株
式
会
社
ま
る
ひ
で
」が
正
式
に

決
ま
り
ま
し
た
。年
度
内
に
細
部
に
わ
た
る

契
約
を
取
り
交
わ
し
、契
約
期
間
は
平
成
23

年
４
月
１
日
か
ら
５
年
間
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
で
往
年
の
料
亭
的
山
荘
が
再
ス
タ
ー

ト
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、株
式
会
社
ま

る
ひ
で
は
し
ば
ら
く
の
間
、開
業
準
備
と
し

て
厨
房
の
改
修
、備
品
の
調
達
、従
業
員
の
採

用
等
を
行
い
、ま
た
日
出
町
と
し
て
も
所
有

者
と
し
て
の
必
要
な
対
応
を
行
い
、態
勢
が

整
い
次
第
、営
業
活
動
に
入
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

的
山
荘
で
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
ま
し
た

「
ひ
な
祭
り
」は
例
年
ど
お
り
町
主
催
で
行
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

一
方
こ
の
臨
時
議
会
で
２
億
円
余
の
補
正

予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

主
な
も
の
は
城
下
海
岸
遊
歩
道
整
備
事
業

３
０
０
０
万
円
、平
原
深
江
港
線
舗
装
補
修

工
事
３
４
０
０
万
円
、川
崎
小
学
校
校
舎
耐

震
補
強
事
業
９
６
０
０
万
円
な
ど
で
す
が
、

こ
の
外
に
も
萬
里
図
書
館
整
備
事
業
６
５
８

万
円
、豊
岡
住
宅
団
地
線
17
号
の
舗
装
補
修

工
事
１
０
０
０
万
円
、藤
原
小
学
校
進
入
路･

駐
車
場
整
備
改
修
８
４
２
万
円
、子
宮
頚
ガ

ン
等
予
防
事
業
９
８
２
万
円
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

　

12
月
の
定
例
議
会
で
も
１
億
８
０
０
０
万

円
余
の
補
正
予
算
を
組
み
ま
し
た
の
で
、現

時
点
で
の
予
算
規
模
は
94
億
円
と
な
っ
て
お

り
予
算
規
模
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。　

　

12
月
補
正
予
算
の
主
な
も
の
は
、高
校
跡

地
等
の
用
地
購
入
費
６
１
８
７
万
円
、新
規

就
農
者
支
援
事
業
１
１
５
３
万
円
、障
害
者

介
護
給
付
費
２
７
７
３
万
円
、文
化
財
保
護

費
５
９
２
万
円
な
ど
で
す
。

　

第
１
次
行
財
政
改
革
で
は
緊
縮
型
の
財
政

運
営
で
自
立
で
き
る
道
筋
を
つ
け
、第
２
次

行
財
政
改
革
で
は
将
来
に
向
け
た
積
極
的
な

予
算
編
成
を
行
い
、町
民
満
足
度
を
上
げ
る

と
と
も
に
人
口
増
加
の
町
と
し
て
、活
力
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

 

（
次
号
に
つ
づ
く
）

町
政
だ
よ
り

そ
の
49

日
出
町
長

工
藤　

義
見



 ⑪

　昭和25年、早水台で開墾していた
田口秀臣氏が、黒色土の下部から出
る「土器片」に気づいた。
　たまたま、往診中の佐藤悌医師が
見て「縄文土器」であることに驚
き、大分大学の富来隆助教授に知ら
せた。
　日出高校の社会（歴史）部も知っ
て遺物収拾や現地調査を始めた。
　昭和26年8月、大分大学史学研究
会が試掘して、「早期縄文遺跡」
で7千年以前のものであることが判
明、全国に知られ話題となった。
　以後、大学や県教育委員会の発掘
調査や研究が続いた。
　昭和34年、地元西小深江の有志が
「早水台遺跡」の記念碑を建てるこ
とになった。事前に碑の周辺で試掘
したところ、縄文の地層より深い層
から「石器」が多数出てきた。それ
は「旧石器」だと判明した。
　昭和39年2月、柑橘造園計画が起
こり、町は「早水台遺跡」を指定文
化財から解除してしまった。あわて
た県教育委員会は発掘調査し、町は
碑の横に大きな説明板を建てた。
　時は流れ、平成13年2月と9月、
東北大学が「後期～中期旧石器」の
発掘と地質調査をした。
　平成14年9月、旧石器研究の第一
人者である芹沢長介名誉教授を団長
に、3カ所で「前期旧石器」の発掘
と地質調査をした。飴色の石英石器
を多数発掘した。
　芹沢先生が仙台に帰られるとき、
「魚住さん、ここは10万年ほど前
の遺跡であり、日本最古だと思いま
す」と話された。
　10万年前の氷河期に、中国から南
下した北京人たちが、暖かい早水台
に移り住んだのかもしれない。

「日出町の歴史・文化」を語る会
魚住　修三　筆

～日本最古の早水台旧石器遺跡～
新刊案内
「ウィスキー！」
  さよなら、ニューヨーク
  宮本　敬文：著　マガジンハウス

「 日本語ほど
　面白いものはない」
  柳瀬　尚紀：著　新潮社

図書館だより

著者が写真家として戦い続け
た15年間、いつも傍にいた犬
（ウィスキー）との日々を綴
る。

小学校の教壇に立った「チョコ
レート工場の秘密」の訳者は、
いかにして「言葉」という奇跡
に目を拓かせたのか。感動の教
育ドキュメント。

休館日　 
　　7日・11日・13～ 19日・21日・27日・28日

蔵書点検を行います　 
　　 　15 日（火）～ 19日（土）の間、蔵書点検のため休

館とさせていただきます。

　　 　返却期限が過ぎた本をお持ちの方は、早急に返却し

てください。

読み聞かせ　（おはなしのへやで開催）
　●ブーフーウーによる読み聞かせ

　　とき　2月 12日（土）・26日（土）

　　　　　10時 30分～ 11時 30分

　　対象　幼児から小学校低学年

　●ＦＵＭＦＵＭ（ふむふむ）による読み聞かせ

　　とき　2月 25日（金）　11時～ 11時 30分

　　対象　0歳から 5歳くらいまで

古雑誌の無償配布
　●とき　　3月 5日（土）～ 12日（土）

　　　　　　10時 30分～ 17時 30分

　●ところ　図書館ロビー

　●対象　　町内在住の方

　●冊数　　１人３冊まで

　＊必ず本人が利用者カードを提示してください。

　＊なくなり次第終了します。

問合先　　萬里図書館☎ 72－ 2851



募 

集

畜
産
研
修
生
募
集

▼ 

募
集
対
象　

将
来
、
畜
産
経
営

を
志
す
、
新
規
学
卒
者
若
し
く

は
社
会
人
経
験
者
等

▼
募
集
定
員　

５
名（
性
別
不
問
）

＊ 

定
員
に
な
り
次
第
、
募
集
を
終

了
し
ま
す
。

▼ 

研
修
期
間　

４
月
か
ら
平
成
24

年
３
月
ま
で
の
１
年
間

▼
募
集
締
切　

２
月
28
日
（
月
）

▼
必
要
経
費
関
係

○
全
寮
制
（
個
室
）

○ 

宿
泊
費
（
光
熱
水
費
不
要
）
並

び
に
授
業
料
不
要

○ 

食
費
並
び
に
生
活
費
及
び
取
得

免
許
費
用
等
自
己
負
担

▼
と
こ
ろ　

竹
田
市
久
住
町

▼ 

問
合
先　

大
分
県
畜
産
研
修
セ

ン
タ
ー
☎
０
９
７
４
‐
７
６
‐

１
２
１
４

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
受
講
者
募
集
中
！

　

生
涯
学
習
通
信
講
座
（
趣
味
か

ら
資
格
ま
で
全
２
０
０
コ
ー
ス
以

上
）
の
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
ま
ず
は
、
無
料
の
案
内
書
を

ご
請
求
く
だ
さ
い
。
通
年
申
込
受

付
。

▼ 

問
合
先　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
☎
０
４

２
‐
５
７
２
‐
３
１
５
１

定 期 相 談
●行政相談
　ところ　役場新館3階332会議室

　と　き　毎月第1火曜日　10時～15時

　問合先　総務課　☎73－3150

●心配ごと相談
　ところ　役場新館3階332会議室

　と　き　毎月第2火曜日　10時～15時

　問合先　福祉対策課　☎73－3121

●心配ごと相談・行政相談合同相談会
　ところ　川崎ふれあいセンター

　と　き　2月15日（火）10時～15時

　問合先　総務課　☎73－3150

●障がい児・者等支援相談
　 相談先　社会福祉法人「みのり村」みのり障が

い者生活支援センター　☎72－2818

●障がい児・者生活支援相談
　相談先　太陽の家障害者生活支援センター

　☎72－1682（受付時間：8時～17時）

●高齢者総合相談
　相談先　日出町地域包括支援センター（健康

　増進課内）☎73－3115

●家庭児童・母子婦人相談
　相談先　　福祉対策課　☎73－3121　

●いつでも子育てほっとライン
　☎097－545－0110（24時間　365日受付）

●無料人権相談所
　相談先　大分地方法務局杵築支局　

　☎0978－62－2271

●法律相談　（要予約）
　ところ　日出町保健福祉センター　相談室

　と　き　毎月第２・４火曜日（祭日の場合は休み）

　13時30分～16時30分

　費　用　３０分につき5,000円

　申込・問合先　大分県弁護士会

　☎097－536－1458

＊ 杵築市では毎週金曜日、国東市では毎月第

2・3・4木曜日に開催しています。　

小
中
学
生
王
将
戦
の
参
加
者
募
集

　

将
棋
の
普
及
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
小
中
学
生
王
将
戦
を
開
催

し
ま
す
。

■ 

と
き　

２
月
20
日
（
日
）
13
時

受
付
／
13
時
30
分
開
始

■
と
こ
ろ　

日
出
中
央
公
民
館

■
参
加
費　

無
料

■
申
込　

当
日
申
込

■ 

問
合
先　

☎
72
‐
３
１
３
０

（
岩
尾
）

大
学
奨
学
生
募
集

▼ 

出
願
資
格　

県
内
に
住
所
を
有

す
る
者
の
子
弟
で
、
平
成
23
年

人
権
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

　

各
地
区
の
人
権
擁
護
委
員
が
、

人
権
問
題
な
ど
に
つ
い
て
の
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
各

地
区
の
人
権
擁
護
委
員
は
次
の

と
お
り
で
す
。

○
豊
岡
地
区
・
荒
金　

明

　

☎
72
‐
３
５
６
７

○
日
出
地
区
・
藤
井　

享
子

　

☎
72
‐
８
０
８
６

○
藤
原
地
区
・
芝
尾　

宏

　

☎
72
‐
３
１
１
６

○
川
崎
地
区
・
沼
口　

文
男

　

☎
72
‐
５
０
０
２

○
大
神
地
区
・
堀　

質

　

☎
72
‐
２
６
４
５

ショートステイ　サンライズ  （72-1111）

整形外科・脳神経外科・外科
内科（消化器、呼吸器、循環器、血液）
リハビリテーション科・リウマチ科

まちの掲示板



４
月
に
学
校
教
育
法
第
１
条
に

規
定
す
る
大
学
及
び
短
期
大
学

（
通
信
に
よ
り
教
育
を
行
う
課

程
、
別
科
、
専
攻
科
及
び
大
学

院
を
除
く
）
に
在
学
す
る
方

▼ 

出
願
期
間　

１
月
20
日
（
木
）

〜
４
月
20
日
（
水
）
消
印
有
効

▼ 

貸
与
期
間　

４
月
か
ら
在
学
す

る
学
校
の
正
規
の
最
短
修
業
期

間
▼ 

問
合
先　
（
財
）
大
分
県
奨
学

会
☎
０
９
７
‐
５
３
６
‐
１
１

１
１講 

座

子
育
て
支
援
UP
プ
ロ
グ
ラ
ム

【
パ
ソ
コ
ン
講
座
】

　

有
料
託
児
あ
り
ま
す
。

【 
デ
ジ
カ
メ
画
像
取
込
講
座
】

○ 

と
き　

３
月
１
・
８
・
15
・
22

日
（
火
）

○ 

と
こ
ろ　

Ｈ
Ｉ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
セ
ン
タ
ー

【
エ
ク
セ
ル
応
用
講
座
】

○ 

と
き　

３
月
３
・
10
・
17
・
24

日
（
木
）

○ 

と
こ
ろ　

町
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー

【
ワ
ー
ド
初
級
講
座
】

○ 

と
き　

３
月
４
・
11
・
18
・
25

日
（
金
）

▼
受
講
料　

２
，
８
０
０
円

▼
時
間　

10
時
〜
12
時

▼
申
込
期
限　

２
月
25
日
（
金
）

▼ 

申
込
・
問
合
先　

パ
ワ
ー
ウ
ェ

ー
ブ
日
出
☎
75
‐
８
６
３
７

点
訳
・
音
訳
奉
仕
者
養
成
講
習
会

　

視
覚
障
害
者
に
対
す
る
県
民
の

理
解
を
深
め
、
誰
も
が
明
る
く
暮

ら
せ
る
社
会
づ
く
り
の
推
進
を
目

的
に
、
大
分
県
点
字
図
書
館
に
て

講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。
受
講
料

無
料
。希
望
者
は
、２
月
14
日（
月
）

ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

【
点
訳
奉
仕
者
養
成
講
習
会
】

▼ 

と
き　

４
月
か
ら
平
成
24
年
３

月
ま
で
の
毎
週
金
曜
日

▼
人
員　

15
名
程
度

【
音
訳
奉
仕
者
養
成
講
習
会
】

▼ 

と
き　

４
月
か
ら
平
成
24
年
３

月
ま
で
の
毎
週
火
曜
日

▼
人
員　

20
名
程
度

▼ 

問
合
先　

大
分
県
点
字
図
書
館

☎
０
９
７
‐
５
３
８
‐
０
３
９

９
「
大
分
い
の
ち
の
電
話
」
相
談

員
養
成
講
座
受
講
生
募
集

　

電
話
を
通
し
て
様
々
な
不
安
や

悩
み
を
持
つ
人
の
話
を
聴
き
、
心

の
支
え
と
な
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
で
す
。
あ
な
た
も
相
談
員
に
な

り
ま
せ
ん
か
。

▼ 

期
間　

毎
週
木
曜
日
18
時
30
分

〜
20
時
30
分

○ 

前
期
（
講
義
）
５
月
19
日
（
木
）

〜
４
ヵ
月
間

○ 

後
期
（
講
義
４
ヵ
月
・
実
習
６

ヵ
月
）
９
月
中
旬
〜
10
ヵ
月
間

▼
と
こ
ろ　

コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル

▼
受
講
料　

○
前
期　

２
０
，
０
０
０
円

○
後
期　

２
５
，
０
０
０
円

▼
募
集
締
切　

４
月
28
日
（
木
）

▼
定
員　

50
人

▼
対
象
者　

23
歳
〜
65
歳
ま
で

▼ 
申
込
・
問
合
先　

大
分
い
の
ち

の
電
話
☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐

２
４
８
８

消化器科・肛門科・外科・内科
泌尿器科・人工透析・リハビリテーション科

鈴 木 病 院
速見郡日出町3904番6

TEL㈹ 0977-73-2131

TEL㈹  0977-73-2151

すずらんクリニック
介護施設すずらん

h t t p：// www . s u z u k i - h p . o r . j p

久寿会
医療法人

腎臓内科

http://koumatu.or.jp/



〜
16
時

▼ 

と
こ
ろ　

大
分
県
こ
こ
ろ
と
か

ら
だ
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

▼ 

申
込
・
問
合
先　

県
こ
こ
ろ
と

か
ら
だ
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
７
‐
５
４
１
‐
６
２
９

０
必
ず
チ
ェ
ッ
ク
！
最
低
賃
金

　

大
分
県
の
最
低
賃
金
は
時
間
額

６
４
３
円
で
す
。

▼ 

問
合
先　

大
分
労
働
局
労
働
基

準
部
賃
金
室
☎
０
９
７
‐
５
３

６
‐
３
２
１
５

あ
っ
た
か
チ
ャ
ン
コ
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
シ
ョ
ー

　

障
が
い
の
あ
る
方
々
と
、
音
楽

や
シ
ョ
ー
を
楽
し
み
な
が
ら
あ
た

た
か
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

▼ 

と
き　

２
月
26
日
（
土
）
12
時

30
分
〜
16
時

▼ 

と
こ
ろ　

日
出
中
央
公
民
館

＊ 

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
券
、
１
枚
３
０

０
円
。

▼ 

問
合
先　

あ
っ
た
か
チ
ャ
ン
コ

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
実
行
委

員
会
☎
０
８
０
‐
２
７
２
６
‐

７
６
８
７

無
料
労
働
相
談

　

労
働
者
、
使
用
者
を
問
わ
ず
、

労
働
に
関
す
る
ご
相
談
を
弁
護

士
、
社
会
保
険
労
務
士
、
行
政
機

関
が
お
受
け
し
ま
す
。
秘
密
厳

守
。
予
約
不
要
。

▼ 

と
き　

２
月
24
日
（
木
）
13
時

15
分
〜
16
時
15
分

▼ 

と
こ
ろ　

別
府
ニ
ュ
ー
ラ
イ
フ

プ
ラ
ザ

▼ 

問
合
先　

大
分
県
労
政
・
相
談

情
報
セ
ン
タ
ー
☎
０
９
７
‐
５

３
２
‐
３
０
４
０

無
料
行
政
相
談
会

　

様
々
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
皆

様
の
相
談
窓
口
の
一
つ
と
し
て
、

毎
月
第
３
水
曜
日
に
開
催
し
て
い

ま
す
。

▼ 

と
き　

２
月
16
日
（
水
）
13
時

〜
16
時

▼
と
こ
ろ　

大
分
県
行
政
書
士
会

▼ 

相
談
内
容　

遺
言
・
成
年
後
見

相
談
・
不
動
産
関
連
・
内
容
証
明
・

各
種
許
認
可
申
請
・
そ
の
他

▼ 

問
合
先　

大
分
県
行
政
書
士
会

事
務
局
☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐

７
０
８
９

そ
の
他

自
死
遺
族
の
つ
ど
い

　

悲
し
み
や
つ
ら
さ
を
抱
え
て
暮

ら
す
ご
遺
族
が
、
こ
こ
ろ
の
安
ら

ぎ
を
取
り
戻
し
、
悲
し
み
を
分
か

ち
合
い
、
共
に
過
ご
せ
る
「
つ
ど

い
」を
開
催
し
ま
す
。
参
加
料
無
料
。

事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼ 

と
き　

２
月
17
日
（
木
）
14
時

相 

談

看
護
職
無
料
就
業
相
談
会

▼ 

と
き　

２
月
16
日
（
水
）
10
時

〜
12
時

▼
と
こ
ろ　

別
府
市
役
所

▼ 

問
合
先　
（
社
）
大
分
県
看
護

協
会
☎
０
９
７
‐
５
３
４
‐
６

５
８
３

　「おおいた鳥骨鶏」は

大分県畜産試験場で 8

年かけて品種改良され

たものです。

　その卵は普通の卵よ

り小ぶりですが、黄身が

大きく濃厚な味わいで、ミネラルを多く含んでいるのが特徴です。月

に４、５個しか卵を産まないため、価格は少々高めですが、消費者か

らは「一度食べると病みつきになる」と言われるそうです。「おおいた

鳥骨鶏」のブランド化を目指す「おおいた鳥骨鶏生産者協議会」の工

藤健次会長は「ぜひ一度この濃厚な味わいを試してほしい」と話しま

す。食べ方は、生で食べるのが一番ですが、酢卵もお勧めといいます。

　町内では、「ふれあいの里」で販売しています。

おおいた鳥骨鶏

ブランド化を目指す

　歌いたい方、聞きたい方、大人も子供も、ど
なたでも参加できます。楽しく、明るく、大き
な声で、春を呼ぶハーモニーを奏でませんか？
今年は、第２土曜日に開催します。
■とき　　３月 12日（土）１０時～
■ところ　日出中央公民館ホール
■参加費　無料
■内容　　日出賛歌（日出づる美しい街）など
■問合先　コールさざんか　☎ 73－ 0853

四季をみんなで歌う

まちの掲示板



地上デジタル放送視聴用
簡易チューナーの無償給付について
　総務省では、低所得世帯への支援の拡大として、

町県民税が非課税の世帯に対し、地上デジタル放送

視聴用の簡易チューナー（１台）の無償給付を行い

ます。

【給付の対象となる世帯】　世帯全員が町県民税
非課税で地上デジタル放送に対応できていない世帯。

※ＮＨＫとの放送受信契約も必要となります。

【申込方法】　申込書（総務省 地デジチューナー支
援実施センターからお取り寄せください）に必要事

項を記入し、町県民税非課税証明書、住民票の写し

を添えて同センターに送付してください。

【受付期間】　平成 23年 1月 24 日 ( 月 ) から平成
23年 7月 24日 ( 日 ) まで。

【問合先】　支援制度全般は、総務省 地デジチュー
ナー支援実施センター（☎ 0570-023724）、その他

の件は企画振興課（☎ 73-3116）へ。

求 

人

【
正
社
員
】

●
営
業
ス
タ
ッ
フ
１
人
●
調
理
員

２
人
●
幼
稚
園
教
諭
１
人
●
工
場

作
業
員
１
人
●
正
・
准
看
護
師
８

人
●
運
転
手
１
人
●
薬
剤
師
５
人

●
旋
盤
工
２
人
●
墓
石
の
営
業
２

人
●
介
護
職
員
４
人
●
事
務
職
員

２
人
●
作
業
員
１
人
●
製
品
検
査

員
１
人
●
重
機
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
３

人
●
屋
根
工
事
１
人
●
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
成
形
加
工
１
人
●
歯
科
衛
生

士
１
人

【
パ
ー
ト
】

●
剪
定
及
び
清
掃
１
人
●
家
庭
教

師
20
人
●
看
護
師
（
正
・
准
）
３

人
●
歯
科
衛
生
士
又
は
助
手
２
人

●
接
客
・
調
理
１
人
●
調
理
員
１

人
●
作
業
員
１
人
●
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
１
人
●
レ
ジ
業
務
３
人
●
配

送
業
務
員
１
人
●
選
卵
作
業
員
１

人
●
保
育
士
１
人
●
製
品
検
査
員

２
人
●
工
場
内
作
業
３
人
●
配
達

員
１
人
●
受
付
店
員
１
人
●
生
花

配
達
及
び
販
売
１
人
●
介
護
職
員

１
人
●
惣
菜
・
弁
当
製
造
販
売
員

２
人
●
薬
剤
師
１
人
●
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
２
人

▼ 

問
合
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
別
府

☎
23-

８
６
０
９
日
出
町
商
工

観
光
課
☎
73-

３
１
５
８

お
誕
生
お
め
で
と
う

（　

）内
は
保
護
者
名
・
地
区
名

大
本　

理り

生お　
（
敏
行　

太
田
）

鎌
田　

蓮れ
ん

冬と　
（
恭
輔　

是
城
）

江
口　

心み

結ゆ　
（
大
輔　

是
城
）

熊
本　

翔
か
け
る　
　
（
宜
史　

是
城
）

吉
留　

梨り

央お　
（
真
二　

中
の
三
）

中
野
壮そ
う

一い
ち

郎ろ
う　
（
俊
二　

若
宮
）

長
野　

希の
ぞ

美み　
（
洋
一　

日
出
本
町
）

江
藤　

真ま

帆ほ　
（
伸
一　

上
仁
王
）

平
山　

叶と
う

悟ご　
（
真
二　

上
仁
王
）

原　

暖は
る

真ま　
（
将
太　

東
仁
王
）

二
宮　

愛ま

菜な　
（
裕
樹　

東
仁
王
）

清
水　

紘こ
う

大だ
い　
（
太
将　

東
仁
王
）

貞
清　

拓た
く

海み　
（
茂　

日
出
団
地
）

長
谷　

優ゆ

那な　
（
陽
介　

南
部
）

三
砂　

舜
し
ゅ
ん　
　
（
敦
裕　

南
部
）

梶
川　

颯そ

来ら　
（
裕
幸　

中
部
）

岩
波　

稀き

乃の　
（
陽
一
郎　

中
部
）

安
部
蒼そ
う

太た

朗ろ
う　
（
高
志　

則
次
）

山
本　

陸り
く

斗と　
（
悠
介　

辻
の
尾
）

小
嶋　

泰た
い

生せ
い　
（
哲
也　

内
野
）

菅　
　

萌め

唯い　
（
慎
也　

大
神
中
央
）

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

　
　
（　

）内
は
行
年
・
地
区
名

宮
村　

ア
ヤ
子（
91　

宮
の
下
）

二
宮　

博　
　
（
96　

中
の
二
）

本
田　

梅
子　
（
83　

影
の
木
）

外
山　

畩
夫　
（
73　

西
の
一
）

佐
藤　

叶　
　
（
85　

西
の
二
）

西
野　

艶
子　
（
78　

西
区
）

古
門　

正
美　
（
70　

八
日
市
）

川
野　

れ
い
子（
53　

佐
尾
）

井
上　

猛　
　
（
89　

上
仁
王
）

猪
ノ
口　

末
松（
70　

上
仁
王
）

塩
澤　

誠　
　
（
74　

日
出
団
地
）

満
石　

義
則　
（
82　

南
部
）

河
野　

郁
郎　
（
79　

西
部
）

利
光　

佐
代　
（
75　

中
部
）

二
宮　

正
一　
（
72　

一
北
）

和
田　

ハ
ル
ヱ（
96　

北
大
神
）

工
藤　

勇　
　
（
91　

中
村
）

上
野　

カ
ヨ
子（
77　

上
深
江
）

藤
原　

タ
ツ
子（
91　

真
那
井
）

＊
以
上
12
月
届
出
分
（
敬
称
略
）

　的山荘をはじめ、二の丸館や町内各所にお雛さまを
展示します。また、期間中は的山荘で特別展示や講座
を開催します。

●開催期間　2月 11日（金）～3月 6日（日）
●入場料　　的山荘のみ有料
　　　　　　（高校生以上300円、小中学生150円）

【特別展示】　（雛祭りと同時開催）
「的山荘物語　～成清氏と馬上金山～」（写真や史料展示）

特別展示関連講座
●開催日　　　　2月 14日・21日・28日　14時～
●申込方法　　　 往復はがきに、住所、氏名、希望日、人数（１

枚につき３人以内）、電話番号を記入のうえ申
し込んでください。

●申込・問合先　〒879-1506　日出町2612‐１
　　　　　　　　二の丸館内　日出町観光協会☎72－ 4255

暘谷城下雛祭り
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February

緊急連絡カードを作成した安部さん

民生・児童委員

日出町の人のうごき

（　）内は前月比
      　内は昨年４月１日比

人　 口 28,646 （＋ 4） ＋ 83
　　　 男 13,699 （＋ 1） ＋ 34
　　　 女 14,947 （＋ 3） ＋ 49

世帯数 11,447 （＋ 1） ＋ 90

南端
豊岡
日出
藤原
川崎
大神

（± 0）
（－ 20）
（＋ 15）
（－ 4）
（＋ 3）
（＋ 10）

319
7,212
5,876
3,847
5,859
5,533

平成23年1月1日現在の
　　　 住民基本台帳の登録人口

　

３
年
前
、
地
域
の
た
め
に

何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か

と
、
民
生
・
児
童
委
員
を

引
き
受
け
た
安
部
さ
ん
。
担

当
し
て
い
る
地
区
は
豊
岡
団

地
西
区
と
南
区
で
す
。
担
当

地
区
内
に
は
、
独
居
老
人
や

ね
た
き
り
の
方
、
高
齢
者
だ

け
の
家
族
な
ど
が
お
よ
そ
50

世
帯
あ
り
ま
す
。
安
部
さ
ん

は
、
毎
月
そ
の
全
世
帯
の
お

宅
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。
取

材
に
行
っ
た
こ
の
日
は
、
あ

る
独
居
老
人
の
お
宅
を
訪
問

し
ま
し
た
。「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
民
生
委

員
の
安
部
で
す
。
何
か
か
わ
っ
た
こ
と
や
困
っ
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
笑
顔
で
話
し
か
け
ま

す
。
訪
問
を
受
け
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
「
毎
月
き

て
く
れ
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
本
当
に

助
か
り
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。「
最
近

は
近
所
付
き
合
い
も
少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
て
話
を
す
る
だ
け
で
も
、
喜
ん
で
い
た
だ

け
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。
高
齢
化
が
進
ん
で
い
く

中
、
も
っ
と
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
な
い
の
か
と

考
え
始
め
た
安
部
さ
ん
。
そ
ん
な
時
、
東
京
都
の

あ
る
区
が
実
施
し
て
い
た
「
緊
急
連
絡
カ
ー
ド
」

の
記
事
を
目
に
し
ま
し
た
。「
緊
急
連
絡
カ
ー
ド
」

と
は
、
か
か
り
つ
け
医
や
病
名
、
緊
急
の
連
絡
先

な
ど
を
書
い
た
も
の
で
、
一
人
住
ま
い
の
高
齢
者

な
ど
に
万
が
一
の
こ
と
が
あ
っ
た
と
き
に
、
必
要

な
情
報
が
一
目
で
分
か
る
と
い
う
も
の
で
す
。
安

部
さ
ん
は
早
速
、
東
京
の
区
役
所
に
電
話
し
、
詳

し
い
話
を
聞
き
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
、
区
長
や
役

場
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
協
議
を
重
ね
、
４
カ

月
か
け
て
「
緊
急
連
絡
カ
ー
ド
」
を
作
成
し
ま
し

た
。
作
成
す
る
ま
で
に
は
、
消
防

署
や
介
護
施
設
の
職
員
、
医
師
に
、

ど
の
よ
う
な
内
容
が
良
い
の
か
を

相
談
し
ま
し
た
。「
み
な
さ
ん
の
協

力
が
あ
っ
て
と
て
も
良
い
も
の
が

で
き
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。 

途

中
、
い
ろ
ん
な
問
題
が
生
じ
、
あ

き
ら
め
か
け
た
こ
と
も
あ
っ
た
そ

う
で
す
。
そ
の
時
、
奥
さ
ん
か
ら

「
こ
こ
で
止
め
た
ら
な
ん
に
も
な
ら

な
い
。
最
後
ま
で
が
ん
ば
っ
て
」

と
励
ま
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
そ
の

後
押
し
も
あ
り
、
12
月
に
緊
急
連

絡
カ
ー
ド
が
必
要
と
思
わ
れ
る
方

１
３
１
人
に
配
り
終
え
ま
し
た
。
確
実
に
書
い
た

か
ど
う
か
確
認
す
る
た
め
再
訪
問
も
し
ま
し
た
。

保
管
場
所
は
冷
蔵
庫
。
火
事
の
際
に
燃
え
に
く
い

な
ど
の
理
由
で
す
。「
一
番
大
事
な
の
は
分
か
り

や
す
い
よ
う
に
、
み
ん
な
が
同
じ
場
所
に
保
管
す

る
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
」
と
話
し
ま
す
。
他
の

区
で
も
広
が
り
つ
つ
あ
る
緊
急
連
絡
カ
ー
ド
。「
地

域
の
方
に
も
喜
ば
れ
ま
し
た
。
や
っ
て
よ
か
っ
た
。

こ
の
活
動
が
町
全
体
に
広
が
っ
て
く
れ
る
と
う
れ

し
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　　情報をお待ちしています
「何かに一生懸命に打ち込んでいる
人」、「目標に向って頑張っている
人」などを紹介するコーナー
「輝くひじ人」に掲載する人の情
報をお待ちしています。
連絡先　総務課広報広聴係

☎73‐3150　
FAX72‐7294　

安部　哲
てつ

郎
ろう

さん（67）　団地南

独居老人宅を訪問する安部さん


